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１．はじめに 

エデュカーレ in たかはしは、私たち学生が地域の皆様と関わらせていただくことにより、

学生が実践的な課題解決能力を身に付け、社会に貢献できる人材となることを目的として

開催させて頂くものです。 

 第 10 回エデュカーレ in たかはしは、「食育」を題材として開催することにしました。生

きていく上で必要不可欠な「食」は、今では世界中から輸出され、加工品があふれ、「飽食」

と言われている状態です。日本の食料自給率は先進国の中で最低で、日常生活と農業・漁

業・林業の現場が遠く隔たってしまいました。人のつながり、自然のつながりが見えにく

くなっている現状です。 

感謝するところを身近に感じることが出来ない子どもたちに何を伝えなければならない

のか、参加者が理解をし、食育の必要性について参加者同士で意見交換をしました。 

 

 

２．実施内容（プログラム） 

１）オープニング 

①実行委員長あいさつ 

②プログラムの説明 

２）講演「心と体を健やかに」 

  中尾卓嗣（食と環境教育アドバイザー｢うんこ博士｣） 

３）休憩 

４）グループ分けとアイスブレイク 

  （１）グランドルールの説明 

  （２）グループ分け 

  （３）グループ内アイスブレイク 

５）ワークショップ 

  (１)ブレインストーミング 

  (２)KJ 法 

  (３)ピラミッドランキング 

  (４)各グループの発表 

  (５)ビジネスモデルキャンバス 

  (６)各グループ発表 

６）チェックアウト 

 (１)「食育に関連して、私に出来ること」 

 (２)グループ内で発表 

 ７)エンディング 

  (１)中尾さんのコメント 

  (２)アンケート記入 

 ８）閉会挨拶 
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３．実施結果 

１）講演 

「心と体を健やかに」という演題で中尾卓嗣（食と環境教育アドバイザー｢うんこ

博士｣）さんに 90 分講演をしていただいた。講演では、物事の見方や、経験の大切さ

などを例としてあげながら、食育の大切さについて分かりやすくお話をされた。お話

を聞いた後、以下のワークショップにつなげていった。 

２）グループ分けとアイスブレイク 

   ４人一組としてグループ分けを行った後、アイスブレイクを行いグループワークに

入った。 

３）ワークショップ 

(１)まず、｢あなたは食を介して何を伝え、何を遺していきますか？｣という問いにつ

いて、ブレインストーミングを行った後、KJ 法でグループ分けを行った。 

  (２)分けられたグループに題目を付けた後、ピラミッドランキング方式を用いて大切

だと思う順に順位付けを行った。その結果をグループ毎に発表してもらった。 

  (３)続いて、各グループで一番の項目について、ビジネスモデルキャンバスという手

法を用いて、｢成果｣、｢主要活動｣、｢リソース｣、｢パートナー｣について話し合い

を行い、実施方法を検討した。結果をグループ毎に発表してもらった。 

４）チェックアウト 

「食育に関連して、私に出来ること」を各自で考えてもらい、グループ内で発表して

もらった。最後に、中尾さんからコメントをいただき、フォーラムを終了した。 

 

【ビジネスモデルキャンパス】 

ビジネスモデルキャンパスの記入用紙を下記に示す。 
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【第 1 グループ】 

１）あなたは食を介して何を伝え、何を遺していきますか？ 

   ｢人｣がキーワードとして出されました。 

     

 

２）ビジネスモデルキャンパス 

  主要活動は｢イベント開催｣となり、成果として｢きずな｣と｢地域おこし｣が得られる

という結果となりました。 
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【第２グループ】 

１）あなたは食を介して何を伝え、何を遺していきますか？ 

   ｢人間教育｣がキーワードとして出されました。 

    

 

２）ビジネスモデルキャンパス 

  主要活動は｢ありがとう運動｣、｢ボランティア｣、｢ワークショップ等の機会｣、｢弁当

の日｣となり、成果として｢一人ひとりが成長して社会が良くなる（幸せな社会）｣が

得られるという結果となりました。 
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【第３グループ】 

１）あなたは食を介して何を伝え、何を遺していきますか？ 

   ｢感謝｣がキーワードとして出されました。 

     

 

２）ビジネスモデルキャンパス 

  主要活動は｢食べ物ができるまでの食体験を子ども達に学ばせる｣となり、成果とし

て｢食べ残しが減り、食べ物を大切にする心が育まれる｣が得られるという結果となり

ました。 
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【第４グループ】 

１）あなたは食を介して何を伝え、何を遺していきますか？ 

   ｢継承｣がキーワードとして出されました。 

     

 

２）ビジネスモデルキャンパス 

  主要活動は｢一緒に集まる機会を作る｣となり、成果として｢充実した暮らし｣が得ら

れるという結果となりました。 
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【第５グループ】 

１）あなたは食を介して何を伝え、何を遺していきますか？ 

   ｢感謝｣がキーワードとして出されました。 

     

 

２）ビジネスモデルキャンパス 

  主要活動は｢家族でご飯を食べる｣などがあげられ、成果として｢一人ではないと知

る｣が得られるという結果となりました。 
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４．アンケートのまとめ 

１）参加者 

参加者は 24 名であった。 

 

２）アンケート回答者の年齢・性別・居住地 

  アンケート回答者は 19 名であった。アンケートの結果を以下に示す。アンケート回答

者の年齢は２０代が中心であった。また、高梁市外在住の人の方が多かった。 

  

     

 

     

    

 

３）フォーラムの評価 

  フォーラムの評価としては、講演については高い評価であったが、全体プログラムや

話し合いワークの評価が低かった。話し合いワークの焦点が絞り切れていなかったことが

原因であると思われる。 

 

 

 

 

 

 

年齢 人数
10代 3
20代 11
30代 3
40代 0
50代 0
60代 2

居住地 人数
高梁市内 11
高梁市外 8

1点 2点 3点 4点 5点
全体プログラム 1 0 2 3 13
講演 1 0 1 2 15
話し合いワーク 1 1 2 4 11
進行 0 0 1 8 9
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４）アンケート記載事項のまとめ 

①良かった点 

・いつもと違うワークでおもしろかった。 

・20cm のうなずきを実際にやったこと。 

・参加型であったこと。 

・日頃接する機会のない世代と話し合えたこと。 

・雰囲気がなごやかであったこと。 

・中尾さんのキャラクター。 

・テーマは良かった。 

・新しい意識になりました。 

・日本の食育文化に深いに了解しました。 

・他人の思いを知っていること。 

・自分の考えを整理できること。 

・食育に対する新しい知識を得ることができた。 

・弁当の日いいね！ 

・準備完全、設備良い。 

・お菓子と飲み物がある。 

・講師の講演がいい。 

・先生の講演内容。 

・色々考えさせられた。 

・感謝することの大切さが理解できた。 

・とてもよい流れでした。 

・食べることは生きること、生きることは感謝することと改めて考えられた。 

・グランドルールが良かった。 

・何かを実現するにはまず自分からという空気があった様に思う。 

・「食育」そのものを知らなかったので中尾さんのお話を通じて考えるきっかけが生まれ
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ました。 

・食に限らず家族をはじめとする人々とのふれあいが大切なんだと考えさせられました。 

・講演が面白い。 

・テーマは難しいが深めていくと面白い。 

・食育について深く考えられた。 

・中尾さんの話が分かりやすく講演後に他の人とも交流でき、良かった。 

・感謝の気持ちを再確認。 

・自分の成長につながった。 

・自分の意見とは違った意見を聞いて納得。 

・中尾さんの講演。 

・ワークショップ。 

・講演。 

・時間配分。 

・いい話を聞けた。 

・ワークの内容が良かった。 

・やってみたいと思う話があった。 

・とてもためになる講演だった。 

・たくさんの意見が聞けた。 

・意見がうまくまとまったこと。 

・よくできなかったけど発表をした点。 

・話し合いの場があってよかった点。 

・先生が見せてくれたプレゼンテーションを最後まで見て良かった。 

 

②悪かった点・改善点 

・できれば 2.・3 年がどのグループにも分かれるようにしてほしかった。 

・市民の参加が少なかった。 

・意見があまり出なかった。 

・講師の話すスピードが速すぎ。 

・話のテンポ（地域性にあったスピードにしてほしい）速すぎる。 

・ポストイットに書き出す時、何を書けばいいのか分からなかったので質問内容を模造

紙に書き出したり、前に貼ったりしたら分かりやすいと思います。 

・休憩時間が少なく感じた。 

・一般参加が少ないこと。FB で広報頑張っていたのに残念でした。 

・井勝ゼミ以外の学生参加者がいてほしかった。テーマ的に子発の学生に来てほしかっ

た。 

・人数不足。学生ばかり。 

・お菓子が少ない。 

・机が余っていた。 

・グランドルールが守れていない人がいた。 

・自分は漢字が難しくてよくしゃべらなかった点。 
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③感想 

 ・楽しい時間でした。 

・普段考えないことを話し合えて楽しかったです。 

・今回のエデュカーレに来てよかったと感じることが出来た。 

・面白おかしく話をしてくれたので内容が入ってきやすく感動できる内容もあったので

充実していたと言えるだろう。 

・改めて人の大切さや、何をすべきかについて理解できた。 

・今度実家に帰った時、自分が作ったご飯を食べてもらいながら、ゆっくり話をして楽

しみたい。 

・自分の思いは他人のおかげでよく分かりました。本当にありがとうございました。 

・考え方をまとめて目標になれる気を感じました。とてもすばらしいと思います。 

・とにかく講演会の内容が良かった。 

・こんなにも食を通じて色々なことが伝えられることに驚いた。 

・大きな感謝をしていきたい。 

・自分自身が持っていた食育の概念を見直す機会となりました。 

・話を聞いて少し考え方が変わった。それこそ初めの見方を変えただけかもしれないけ

ど。 

・中尾さん、本日は貴重なお話をしてくださりありがとうございました。 

・実行委員の皆さんお疲れ様でした。 

・初めて高梁に来ました。 

・中尾さんのお話は相変わらずあたたかく、心が温かくなった。その効果からか、あた

たかいグループワークになったと思う。 

・このような会に参加させて頂きありがとうございました。 

・今回の講演を聞いて自分が思っている食文化はただ食べるだけのことだと思っていた

けど食文化の中にもたくさんの繋がりがあるんだなと実感することが出来ました。 

・良い講演でした。 

・今日来てよかった。 

・「食」に関して色々なことが分かり、人と人との関係はもっと深くなった。 

・中尾さんの話はとても考えさせられ興味深いものだった。 

・たくさんの意見も聞くことができとても有意義な時間だった。 

・お世話になりありがとうございました。 

・うんこの話が炸裂するのかと少々恐れていましたが上品かつ意義深い講演でした。 

・若い皆さんの真剣な取り組み方に希望を持ちました。 

・自分自身が持っていた食育の概念を見直す機会となりました。 

・本日は事実ではなく「心」の教育が焦点になっていたように思いました。 
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５．おわりに 

第１０回エデュカーレ in たかはしは、「食育」について題材として開催しました。 

  食べたい物を普通に食べていられるこの環境がどれだけ贅沢なことか、そしてみんな

が好きなお菓子やジュースはどれだけ身体にも悪いかを知り、中尾さんの関西弁を交え

た講演で楽しく学ぶことができました。「食」に関連して、私たちは何を伝え、何を残し、

私たちにできることは何かを話し合いました。まずは小さなことでも行動に移し始めて

みることが大事だと思います。 

  これからも、よりよい意見交換の場を作れるようにしていきたいと思っておりますの

でエデュカーレ in たかはしをよろしくお願いします。 

 

 

                                   

実行委員長   行森 俊紀 

副実行委員長  的場 美希 

栢原 かなえ 
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６．付録 

１）配付資料 
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２）ポスター・チラシ 

 

 

 

 

 



 

３）アンケート用紙 

 
 

 



 

４）写真 

 
①受付風景。会場はポルカの市民交流コーナーです。 

  

 
 
②実行委員長挨拶（行森）／総合ファシリテーター（栢原） 

  

 
 
③中尾さんの講演 

  

 



 

 
 
④中尾産の講演の様子 

  
 
 
⑤アイスブレイク 

  
 
 
⑥ブレインストーミング＆ＫＪ法 

  
 
 
 
 



 

 
 
⑦ピラミッドランキング結果の発表 

     

 
 
⑧ビジネスモデルキャンバスを考えています 

  

 
 
⑧ビジネスモデルキャンバスの発表 

  

 



 

 
 
➈おわりの挨拶（副実行委員長：的場） 

  
 
 
 
⑩参加者の記念写真） 

   

 

 

 

 

 



 

実行委員名簿 

 

◇実行委員長 
行森 俊紀 （社会科学部 経営社会学科 3 年） 

◇副実行委員長 
的場 美希 （社会科学部 経営社会学科 3 年） 
栢原 かなえ（社会科学部 経営社会学科 2 年） 

◇実行委員 
   大川 朱理 （社会科学部 経営社会学科 3 年） 

中谷 雅尚 （社会科学部 経営社会学科 3 年） 
枝光 広斗 （社会科学部 経営社会学科 3 年） 

 中村 洸太 （社会科学部 経営社会学科 2 年） 
   井上 健太郎（社会科学部 経営社会学科 2 年） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                    連絡先 

〒716-8508 岡山県高梁市伊賀町 8 
吉備国際大学 社会科学部 経営社会学科 

                                          井勝（いかつ）研究室 
            TEL/FAX:0866-22-9223     

                                       E-mail:ikatsu@kiui.ac.jp 
 
 


